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民法 
１ 過去５年の出題テーマ 

 第１問 第２問 

2026
年度 

⑴ 法人の権利能力の範囲 
⑵ 時効援用権の代位行使、時効
援用権者の範囲 

⑴ 建物増改築部分の付合と所有
権の帰属、賃借人の費用償還請
求 

⑵ 相続開始から遺産分割までの
間に遺産不動産から生じた賃料
債権の帰属と遺産分割の効力 

2025
年度 

⑴ 第三者弁済 
⑵ 物上代位の対象（賃料が物上
代位の対象か）、抵当権の物上代
位、「差押え」の趣旨（物上代位
と債権譲渡） 

⑴ 他人物売買と相続 
⑵ 不当利得、解除に伴う原状回
復 ※清算 

2024
年度 

⑴ 差押えと相殺（差押え前の原
因） 

⑵ 債権譲渡と相殺（債権の譲渡
における相殺権） 

⑴ 使用者責任、過失相殺（被害
者側の過失） 

⑵ 逆求償の可否 

2023
年度 

⑴ 制限行為能力者を理由とする
取消し、保証債務の範囲 

⑵ 詐欺を理由とする取消し、保
証債務の範囲 

⑴ 他人物売買と相続 
⑵ 解除に伴う原状回復、他人物
売主の責任解除 ※清算 

2022
年度 

⑴ 物権的請求権の相手方 
⑵ 付加一体物と従物の関係、分
離物と第三者、「第三者」の範囲 

契約不適合責任、原状回復と目的
物の滅失 ※清算 

 
２ 出題形式及び傾向 

出題形式 

・大問２つの中に小問が２つある形式が基本 
・比較的短文の事例問題で構成されていることが特徴 
 

出題傾向 

・総則 or 物権（担保物権）と債権総論からの出題が多い 
・契約や親族相続がメインで問われることが少ないが、2026 年度で相続法に絡む
問題が出題されている 

・いわゆる論点というよりは条文の適用の精密さを求める出題が多い 


